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最近では外国語の運用能力， とりわけオーラル・コミュニケーションがますます重

視されて，文法・訳読中心の授業は中学校・高等学校のみならず大学においても不人

気になってきた。これは今日の世界情勢あるいは私達の社会が要請している外国語教

育の方向転換であるが， ともすると創意・工夫を惜しんで安易に行いがちな文法・訳

読中心の授業を排除するためには効果があるように思われる。

ところが， このような外国語教育の状況にあって一つ問題が生じている。それは，

英語の文法は英語を読んだり書いたりする上で欠かせない知識として過不足なく指導

すべきであるが， オーラル・コミュニケーションを重視するあまりこれをおろそかに

しがちである。さらにまた中学校・高等学校での授業実数の少ないことも手伝って，

大学に入学した学生の英作文を見てみると， 当然知っていなければならない基本的な

文法の知識に欠けているか， もしくは作文するときにその知識がモニターの役割を果

たしていないことが多い。

今日，世界はグローバリゼーションの流れの中にあり， メディア開発がもたらした

IT革命のただ中にある。 したがって，誰れもが必要に応じてインターネットにアクセ

スし，情報をやりとりすることが可能となり， またそれが要求される。そして，世界

を飛び交う情報の90％前後が英語を媒体としている事実から，英語の読解力と作文力

のさらなる向上が望まれる。

とくに，英語で文章を書くことは日本人が最も苦手とするところである。佐藤寧は

卒業論文の指導で学生が書いた間違いだらけの英語を読まざれ, KevinVardenは学生

が提出したレポートの奇妙な英語に悩まされ，佐藤裕美は四苦八苦しながら授業で学

生に英作文を指導している。このようなわけで著者達は，基本的な文法知識を与えな

がら，学生の作文力を向上されることを目的としたテキストを書く決意をした。本書

が扱うトピックは学生が興味を抱くであろうと思われる大学生活に関連したものに限

定した。 また，学生に知っておいて欲しい文章作法もとりあげた。本書は，学生が文

の書き方から始め，やがて長い文章（エッセイ） を書くときにパラグラフをその単位

として害けるようになることを目標とした。

最後に，本書の出版を勧められ， しかし遅々として進まない著者達の仕事に忍耐を

もって侍っていただいた編集部長の青木泰祐氏に心より感謝の意を表したい。

2000年8月

著者
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本書の利用法
司
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1 ．本書の構成

本書は, (1)学生が逐語訳から脱皮し，適切かつ自然な英語の文章を書くようになる

こと， (2)作文するときに自分の考えを論理的にまとめ，読みやすい文章を書くように

なること，の2点を目標に全体の構成を考えた。

本書はChapterlからChapterl2までの12章からなる。前半のChapterl～Chapter6

では, Punctuation (句読法）を付加的な情報として取り上げ，後半のChapter7~

Chapterl2では, SentenceCombining (文の結合法）にかなりのスペースをとり，説明

と練習問題を付けた。全体は大きく分けて3つの部分，すなわちA.GrammarReview,

B.Expressions, C.WritingExerciseで構成されている。本書の最終的な目標は，学生
が英語で長い文章（エッセイ）を書くときにパラグラフをその単位として書けるよう

になることである。

2.GrammarReview

GrammarReview(文法の復習）はまずPretestに始まる。Pretestは誤りを指摘する基

本的な文法問題であり， これに全問正解できたら文法の基礎知識がしっかりしている

と考えられるので，次のCheckpointをとばすことも可能である。

Checkpointは中学校・高等学校で学んだ基本的な文法項目が中心で，作文をする前
に復習すべき項目である。とくに, Pretestで成績のよくなかった者はこのセクション

をしっかり学んで，次のGrammarExerciseに挑戦して欲しい。

GrammarExel℃iseは2間あり，それらに解答することによって文法の基礎知識を再

確認するだけでなく，作文するときに文法の知識をモニターとして使うことが出来る

ようになるための練習問題である。

3.Expressions

Expressions (表現集）は各章のトピックについて書く時に便利なように精選し，あ

るいは例として取り上げたものなので，関連する表現を網羅したものではない。また，

この後に続く作文に使えることも選別の基準とした。したがって， ここで取り上げた

表現は全て使えるように習熟しておくことが望ましい。
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1 本書の利用法

4．WritingExercise

WritingExercise (作文練習）は3つの部分からなる。 1はカッコ内の語句を必要に

応じて変化させ， さらにそれらを並べ替えて， 日本語の意味に合うように英文を完成

させる問題で，ねらいは日本語と英語の語順の違いを認識させることと，すでに学ん

だ文法知識を活用させることにある。さらに， ここで取り上げた日本語とその英語訳

は作文のモデルの役割も兼ねている。

2は従来型の英作文の問題である。この種の問題の中には日本語の表現を英語に直

訳しても自然な英文にはならないものも含まれる(Appendixの「日英の発想の違い」

を参照)。また，取り上げた問題は各章で学んだ文法項目あるいはトピックに関連があ

るので，それらが作文するときの隠れたヒントになる。

3はパラグラフを中心にした作文練習である。文章を書くことは，結局は，パラグ

ラフを書くことである。したがって，パラグラフについての知識を得ながら，パラグ

ラフの書き方を学べるようにした。最初から好きなテーマについて自由にパラグラフ

を書く練習には無理があるように思われる。したがって，始めは疑問文に答えること

によって一つのまとまりのある文章を書く練習にした。

パラグラフの書き方については全てを網羅したわけではなく，その必要な知識のエ

ッセンスを簡単に記述したものである。学生には本書の説明で十分であるが，英語で

文章を書くときの常識と心得てもらいたい。また，授業では教師が補助教材などを積

極的に活用されることを望みたい。
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Chapter

MeetingNewPeopleatCollege利

’ Definiteandindefinitearticieo侭詞と不定翻AGI同mmarWWew

◆Pretest:次の英文の誤りを指摘しなさい。

1.I'llmeetyouatstationafterschool.

2.Myfifiendsandlwenttooutdoorconcertyesterday.

3.Waterinthisglasshasnowmrnedred.

4.Thatsoundstooold.Thisistwenty-firstcenmry,youknow.

◆Checkpoint

用法 可算名詞 不可算名詞

呼びかけ（通例、大文字で） ：

Dolhavetocomeagaintcmorrow,
DOC”凋

対になる事柄（人）に言及：

Theyhadtogual･dthesafe,"yand

"噂ﾉZr．
など。限定的な用法（注1)。

(特定しない）抽象名詞、
物質名詞の場合：

7Y"1eismoney.
Hb""lyisthebestpolicy

I

詞

形

冠
十
数

無

単

2．

one(amongmany)を表す：
1'manEnglishﾉ"qior.
総称，種類（その一例）を表す
Thisisadog,notac".

a(n)
＋
単数形

(注2）

1．特定のもの（人，団体〉など：
nleblackco"ismine.

2．後置修飾により特定する場合：

ThebOokyougavemeisvel･y
inte】おsting.
3．種類（全体）を表す：

Thec"11asbeenacompanionto
humansfbrthousandsofyears.
4．唯一の存在を表す：
TheemThisround.

特定の物質や状態に言及：

Thegm"isgKeenerontheother
sideofthefence

詞

形

冠
十
数

定

単

総称的な用法：
Pomroesarenutritious

(注3）複数形
(無冠詞）

定冠詞

十
複数形

特定のあつまり（団体）を指す：

Thepo"ro"inthissouparesoft.
TheA"Ieri""sareadiligentpeople

名詞の表す機能が問題になるとき（例,WehaVescﾉioo/tomorrow.)や前置詞と共に用

いる場合（例, atschool,bybus,onfbot)などの時にも無冠詞で使われる。
一般に，不可算名詞であるが，多くの場合に形容詞を従えて可算名詞として用いられ，

ある状態を意味することがある（例, Hegavethegameadesperateg(liei)'.)。また, It

wasas1"汐ﾉ"e.のように形容詞を従えない場合もある。
一般的に不可算名詞として用いられるが，可算名詞として種類や個を表すことがある

(例, assorted/i9"oﾉ汐)。

注1

注2

注3
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1. Meeting New People at College

♦ Grammar Exercise

I.

a. Ken bought a radio and a Walkman, but he returned (a / the)

Walkman,

b. Excuse me. Pass (the / -) butter, please,

c. Most people find it easier to learn (language  / languages) when they

are young,

d. Many people say that thrift is (a / -) virtue,

e. (A / - / The) development of big cities in this country is causing

(the / -) serious problems for future generations.

2.

a. I bought some furnitures yesterday.

b. Language is means of communication.

c. The place I come from has many mountains, river and wild animals.

d. The typical French dog is not something I would call dog; it is

carried around all day like handbag.

B. Expressions

21

A'/Jjc

a sophomore

^  tocutaclass

a freshman a junior a senior

rimmfki-to major ina major

a degree■2) to register for a cla.ss / course

-r-fv! -2> to obtain a degree

to pass an exam

a bachelor’s degree (Bachelor of Arts

graduate schoolto fail an exam, to flunk a test

mm^) K?nt-2. to room in ... (to live in a boarding house)

licfe a professor

a credit

the Department of Economics

~t;A^ h ') ge

a scholarshi

a dorm (iiory)

a grade

an A in -

hitlit ̂  a grade report

the student cafeteria

t

p

an exchange student

11 



’CⅧｿ伽g鰍e'℃店e

l .カッコ内の語句を必要に応じて変化させたり冠詞を補ったりし， さらにそ
れらを並べ替えて， 日本語の意味に合うような英文を完成させなさい。

大学での寮生活から得られるものは多くあります。大学の施設の

近くに住んで便利だということの他に，様々な親睦のためあるいは

教育のための活動に参加したり，異なった文化的背景をもった人達
に出会う機会が得られます。

Lifeinuniversitydorms(have/much/offer/so/to). Besidesthe

convenienceoflivingclosetocampusfacilities,youwillhave(to

participatein/socialandeducationalprogram/theopportumty/

widevarietyof)andmeetpeoplewithdifferentcultural

backgrounds.

次の日本語を英文に直しなさい。

a.多くの学生にとって最大のチャレンジの一つは授業と友達付き合い， ア
ルバイl､，課外活動のバランスをとることだ。

ヒント：アルバイトpart-timejobs,課外活動extracun･icularactivities

フ
ー

b.日本政府は日本で学ぶ外国人留学生への奨学金の数を増やす計画だ。

ヒント：奨学金の数thenumberofscholarships

C.しばしば日本の学生は四年間の大学生活を生活のために働き始める前の

休暇と見なす。

ヒント：生活のために働く toeamone'sbread
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1. Meeting New People at College

3.

I would like lo introduce myself. My name is Ken Tanaka. I am

freshman majoring in politics at Meigaku University in Tokyo. 1

grew up in Kamakura, Kanagawa, an ancient capital of Japan. My

house is located near the beach. So in the summertime I go out to

beach and enjoy surfing almost every day. Before  I entered the

university I wanted to be a lifeguard, but now I am thinking of

becoming politician and working to protect environment. I am sure

the courses I am taking will prepare me for my future career.

IndentationParagraphs: File 1
J; 0 ^^y y'yyitV'b

— -I indentation {3. a #0S)o ̂ '^y^

7

I would like to introduce myself. My name is

a  (■/:^.) , majoring in (^:R) at University. I

grew up in mM with my j-^m) . I like to mm)

I am now interested in . I would like to ik

.  I am

j:) after I graduate from the university.

1. (e.g. I’m, I’d. She’s)
2. 2mzt fzifh i: (±/^ ̂  7 > ̂  1'ii o x^{^ｮ ̂ ^ o ii

(e.g. in-iroduce^ 7t;(iintro-duce)o V''t ^
aT.
U

Punctuation (1)
>X<DX 9

nuLs.), (e.g. New York), (e.g. Origin of ̂ ecies, Qpne with the

~XM (e.g. jPeanuts are nott3

Wind), (e.g. President John F. Kennedy), (e.g. Japanese), flSB

(e.g, Sunday), B&iq (e.g. the H-N.) ̂

yi
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